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　9 月に発行した「大宮地域コミュニティ設立準備会ＮＥＷＳ（中間報告）」において、新たな地域コ

ミュニティの組織名称を地区内の皆さんに募集したところ、９人の方から１９の案を応募いただきました。

　12 月開催の設立準備会で協議した結果、組織の名称は「大宮ふるさと協議会」に決定しました。

　大宮ふるさと協議会は皆さんのご協力をいただきながら、住みよい地域づくりを進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【大宮地域コミュニティ設立準備会】
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　ごあいさつ
　　　　　　大宮地域コミュニティ設立準備会
　　　　　　　　会　長　　髙　石　一　男

　現在、龍ケ崎市は重点施策としてコミュニティセン
ター単位（小学校区単位）での中核的な地域コミュニ
ティの形成を推進しており、本年度までに市内 13地区
のうち、８地区で設立されている状況にあります。
　私たち大宮地区においても、市の助言をいただきな
がら、地域性を十分に勘案した上、大宮地区区長会、
大宮コミュニティセンター活動推進協議会、大宮地区
安全安心地域つくり推進協議会が中心となり、平成 25
年度に設立準備会が発足しました。その後、計 12回に
わたる会合を経て、平成 27年４月をもって正式に発足
するまでに至りました。
　平成 20年２月 17日に、先人が本来あるべき大宮地
区の地域コミュニティを目指して、大宮地区安全安心
地域つくり推進協議会を立ち上げ、逐次、地域活動グ
ループを募り、その数は今や 12団体からなる組織とな
りました。これまで、さまざまな地域活動を展開して
きたところですが、その活動内容は、新たに発足する
「大宮ふるさと協議会」の活動にそのまま引き継がれ
るものであります。
　大宮地区も少子高齢化現象を来たしており、今後も
引き続き、地域住民が共助の精神を高揚し、地域力の
向上を図り、より安全で安心な地域を目指してコミュ
ニティ活動を推進しなくてはなりません。
　ぜひ、大宮地区の皆様のご支援とご協力をお願い申
し上げます。

【
写
真
】

　
　
設
立
準
備
会
の
様
子

　　新たな地域コミュニティの名称は

「大宮ふるさと協議会」に決定！
～ ふるさと・大宮を住みよい地域にしましょう。～

（平成27年2月現在・敬称略）



【大宮ふるさと協議会設立に向けての協議経過】

開催日 会議名称 主な協議事項

H25．9．1（日） 第１回設立準備会

中核的な地域コミュニティについて／地域コミュニティへの支援

策について／設立準備会スケジュールについて／設立準備会役員

及び予算について　ほか

H25．10．6（日） 第２回設立準備会 大宮地区の現状と課題について　ほか

H25．12．1（日） 第３回設立準備会
市内の他地区の地域コミュニティ活動について／実施事業の検討

について　ほか

H26．2．2（日） 第 4 回設立準備会
地域コミュニティの活動について／設置する委員会について　ほ

か

H26．3．2（日） 第 5 回設立準備会
地域コミュニティの組織について／活動の実施主体について／委

員会の構成について　ほか

H26．5．4（日） 第 6 回設立準備会
各区の活動状況について／市内の他地区の地域コミュニティ活動

について／区の活動支援策について　ほか

H26．6．1（日） 第 7 回設立準備会 各委員会の事業と検討委員の選任について　ほか

H26．7．6（日）
第 1 回実施事業検討会

（委員会別）

生活安全、文化体育、健康福祉、環境美化、総務広報の５委員会

の実施事業について

H26．８．３（日）
第２回実施事業検討会

（委員会別）
生活安全、文化体育、総務広報の３委員会の実施事業について

H26．9．7（日） 第 8 回設立準備会
各委員会の事業について／予算案について／中間報告の発行及び

組織名称の募集について　ほか

H26．9．21（日） 区長会 区の活動支援策について

H26．10．5（日） 第 9 回設立準備会 規約案について　ほか

H26．11．3（月） 区長会 区の活動支援策について

H26．12．7（日） 第 10 回設立準備会
規約案について／予算案について／組織の名称について／設立総

会開催日時について／委員の選任について　ほか

H27．2．1（日） 第 11 回設立準備会 最終報告の発行について／設立総会について　ほか

H27．3．1（日） 第 12 回設立準備会 設立総会について　ほか
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平成２７年度より「地域担当職員」が配置されます
大宮地区と市役所のパイプ役として、大宮ふるさと協議会の活動を応援します！

　大宮ふるさと協議会（以下、「協議会」という。）が設立されると、協議会と龍ケ崎市が対等な立場で協

議会の活動を推進する仕組みとして、龍ケ崎市役所より「地域担当職員」が配置されます。

　地域担当職員は、協議会の会議などに参加し、地域の実情やニーズの把握を行うとともに、大宮地区と

市役所関係各課との「パイプ役」となって、地域課題の解決に向け協力や提案を行います。また、協議会が

活動するために必要な行政情報を提供します。

　配置されるのは、「サポーター長」として龍ケ崎市役所の課長級職員１名、「副サポーター長」として

課長補佐級職員１名、「サポーター」として主査（係長）以下の職員３名の計５名の市職員です。

　なお、地域担当職員は市役所での配属先（所属する課など）での通常業務との兼務であるため、大宮コ

ミュニティセンターに常駐するものではありません。予めご了承願います。
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役　員　会

□会長

□副会長

□会計

□幹事

□監事

総　　会 １．生活安全委員会

□小学生の登下校見守り

□防犯パトロール

□小学校との合同防災訓練　など

２．文化体育委員会

□コミュニティセンター講座・教室

□コミセンまつり　　　　　　　など

３．健康福祉委員会

□体操教室

□ペタンク・輪投げ

□あいさつ運動、地域の見守り啓発　　など

４．環境美化委員会

□ 小学校、コミュニティセンターの環境美化

□通学路の草刈り　　など

５．総務広報委員会

□広報紙の発行

□親睦研修旅行

事務局（大宮コミュニティセンター）

□区の活動支援　　□会計事務　　□一般事務　　など

　大宮大運動会実行委員会

□大宮大運動会

東部ブロック

□宮渕上　

□宮渕下

□小山丁　　

□梶内　

□戸張

□上大徳

□上大徳新町　

□小関

□千秋

□下佐沼

□上佐沼

□北河原　

□深堀

□関

□宮前

□久夫

西部ブロック 南部ブロック 北部ブロック

大宮ふるさと協議会と各区・各ブロックは、連携・協力して

地域づくり活動を行います！

大宮ふるさと協議会の組織図（各委員会の主な活動内容）



大宮ふるさと協議会規約（案）

　（名称及び事務所）
第１条　本会は，大宮ふるさと協議会（以下「協議会」という。）と称し，事務所を龍ケ崎市大宮コミュニティセンター（以下「コミュニティセ
　ンター」という。）内に置く。

　（目的）
第２条　協議会は，大宮地区（以下「地区」という。）に居住する住民相互のつながりを深めることで，ふるさと意識を醸成するとともに，地区
　で活動する各種団体等が情報を共有し，連携協力して地域の課題解決を図ることによって，明るく住みよい地域社会を構築することを目的とす
　る。

　（事業）
第３条　協議会は，前条に規定する目的を達成するため，次の各号に掲げる事業を行う。
　(1) 安全･安心なまちづくりに関すること。
　(2) 住民の健康増進及び地域福祉の推進に関すること。
　(3) 生涯学習の推進及び住民相互の交流･親睦に関すること。
　(4) 地域環境の保全に関すること。
　(5) 住民自治組織の活動の支援に関すること。
　(6) その他協議会の目的達成に必要と認められること。

　（構成）
第４条　協議会は，次の各号に掲げる者のうち，第２条に規定する目的に賛同する者（以下「委員」という。）をもって構成する。
　(1) 地区内の住民自治組織の代表者
　(2) 地区内に活動の拠点を置く各種団体，行政委員及び行政機関のうち，別表第１に掲げるものの代表者
　(3) 前２号に掲げる者が推薦する者
　(4) その他役員会の承認を得た者
２　委員の任期は２年とし，再任を妨げない。

　（役員）
第５条　協議会に次の役員を置く。
　(1) 会長　１名
　(2) 副会長　２名
　(3) 会計　２名
　(4) 幹事　１０名
　(5) 監事　２名
２　役員は，総会において承認を得るものとする。

　（役員の任務）
第６条　役員の任務は，次のとおりとする。
　(1) 会長は，協議会を代表し，会務を総括する。
　(2) 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときはその任務を代行する。
　(3) 会計は，協議会の会計業務を行う。
　(4) 幹事は，協議会の運営及び調整を行う。
　(5) 監事は，協議会の会計を監査する。

　（役員の任期）
第７条　役員の任期は２年とし，再任を妨げない。
２　欠員が生じた場合における補欠役員の任期は，前任者の残任期間とする。

　（相談役）
第８条　協議会に相談役を置くことができる。
２　相談役は，２名以内とする。
３　相談役は，協議会の運営等に関する助言及び提言を行うが，議決権は有しないものとする。
４　相談役の任期は２年とし，再任を妨げない。

　（会議）
第９条　協議会の会議は，総会及び役員会とし，会長が招集する。

　（総会）
第１０条　総会は，定期総会及び臨時総会とし，第４条に規定する委員をもって構成する。
　(1) 定期総会は，年１回開催する。
　(2) 臨時総会は，会長が必要と認めたとき又は委員の３分の２以上から請求があったときに開催する。
２　総会は，委員の過半数の出席をもって成立する。
３　総会の決議は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
４　総会の議長は，出席した委員の中から互選により選出する。

　（総会の決議事項）
第１１条　総会は，次の各号に掲げる事項を決議する。
　(1) 規約の制定及び改廃に関する事項
　(2) 事業計画及び事業報告に関する事項
　(3) 予算及び決算に関する事項
　(4) 役員の承認に関する事項
　(5) その他協議会の運営に関する重要な事項
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　（役員会）
第１２条　役員会は，次の第５条に規定する役員をもって構成する。ただし，会長が必要と認めるときはこの限りでない。
２　役員会は，役員の過半数の出席をもって成立する。
３　役員会の決議は，出席した役員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
４　役員会の議長は，会長がなる。

　（役員会の決議事項）
第１３条　役員会は，次の各号に掲げる事項を決議する。
　(1) 総会に付議する事項
　(2) 事業の企画及び運営に関する事項
　(3) その他会長が必要と認める事項

　（委員会）
第１４条　第３条に規定する事業を実施するため，協議会に次の委員会を置く。
　(1) 生活安全委員会
　(2) 文化体育委員会
　(3) 健康福祉委員会
　(4) 環境美化委員会
　(5) 総務広報委員会
２　委員会は，第４条に規定する委員をもって構成する。
３　委員会に委員長及び副委員長を置く。
４　委員長及び副委員長の任期は２年とし，再任を妨げない。
５　委員会は，当該委員会の委員長が招集する。
６　委員会は，当該委員会に属する地域課題を解決するため，各種事業を実施する。

　（ブロック）
第１５条　第３条に規定する事業を実施するため，協議会に次のブロックを置く。
　(1) 東部ブロック
　(2) 西部ブロック
　(3) 南部ブロック
　(4) 北部ブロック
２　ブロックは，別表第２に掲げる住民自治組織の区域とする。
３　ブロックに，ブロック長を置く。
４　ブロック長の任期は２年とし，再任を妨げない。

　（実行委員会）
第１６条　文化体育委員会に大宮大運動会実行委員会を置く。
２　実行委員会の運営等は，別に定めるものとする。

　（事務局）
第１７条　協議会に事務局を置く。
２　事務局は，コミュニティセンター職員をもって構成する。

　（経費）
第１８条　協議会の経費は，補助金その他の収入をもってこれに充てる。

　（会計年度）
第１９条　協議会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。

　（情報公開）
第２０条　協議会の会計内容等は，原則として公開する。

　（補則）
第２１条　この規約に定めるもののほか必要な事項は，役員会の決議を経て会長が別に定める。

　　　付　則
　この規約は，平成２７年４月１２日から施行する。

別表第１（第４条関係）

龍ケ崎市防犯連絡員協議会大宮分会 龍ケ崎地区交通安全協会 民生委員児童委員

龍ケ崎市立大宮小学校 龍ケ崎市立大宮小学校ＰＴＡ 龍ケ崎市立城南中学校ＰＴＡ

龍ケ崎市交通安全母の会 長寿会 青少年育成龍ケ崎市民会議大宮支部

自主防災組織 龍ケ崎市消防団第７分団 大宮子供会育成会

別表第２（第１５条関係）

東部ブロック 宮渕上，宮渕下，小山丁，梶内

西部ブロック 戸張，上大徳，上大徳新町

南部ブロック 小関，千秋，下佐沼，上佐沼，北河原

北部ブロック 深堀，関，宮前，久夫
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平成２７年度　大宮ふるさと協議会予算（案）

１．歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2,546,000円と定める。
２．歳入歳出予算の科目ごとの金額は，「第１表　歳入歳出予算」による。
３．歳出予算の科目間の流用及び予備費の充用は，役員会の承認を得て，会長がこれを処分することができる。

「第１表　歳入歳出予算」
（１）歳入

科　目 予算額（円） 説　明

地域コミュニティ補助金 1,595,000 基本額 1,000,000円＋戸数割 500円×1,190戸　　※下図参照

地域コミュニティ補助金設立加算 340,000 設立3年度以内で総額 500,000円加算

協力金 357,000 16区からの協力金（300円×1,190戸）

雑入 254,000 預金利子、コミュニティセンター活動推進協議会精算金等

計 2,546,000

（２）歳出

科　目 予算額（円） 説　明　（円）

生活安全委員会 246,000
小学生の登下校見守り、防犯パトロール、小学校との合同防災訓練 216,000

防犯懇談会、避難所運営検討、避難体制検討など 30,000

文化体育委員会 1,105,000

大宮大運動会 490,000

コミセン講座、教室、大会 390,000

コミセンまつり、伝統行事の継承、大宮全体行事の検討 225,000

健康福祉委員会 175,000
体操教室・ペタンク等・室内レクリエーション（輪投げ） 165,000

健康・福祉講座、あいさつ運動、見守りチラシ作成 10,000

環境美化委員会 120,000
小学校・コミュニティセンター環境美化、通学路の草刈り 60,000

降雪時の除雪検討、マナー向上啓発、ホタル再生 60,000

総務広報委員会 190,000 広報紙の発行、親睦研修旅行 190,000

事務局 684,000

事務費、会議費、保険料（ボランティア保険・行事保険） 185,000

ブロック活動費（20,000円×4ブロック） 80,000

区活動応援金（基本額 15,000円、戸数割 150円）16区 419,000

予備費 26,000

計 2,546,000
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大宮ふるさと協議会の設立に伴い、市から交付される補助金などの流れが変わります！

これまで

（～Ｈ２６年度）
〔それぞれの区〕

 ① 活動推進

　 奨励金

１戸あたり

1,000 円

 ② 地域づくり補助金

　（申請した場合）

基本額　 3万円

戸数割　 300 円

〔コミュニティセンター〕

 ③活動推進

　  協議会

　  補助金

70万円

 ④講座講師

　  謝礼

20万円

現行どおり

３つの補助金などを再編

それぞれの区

 ① 活動推進

　 奨励金

１戸あたり

1,000円

 　◆地域コミュニティ補助金

基本額　 100万円　　＆　　戸数割　 500 円

　 ※使い道は「大宮ふるさと協議会」の話し合いで

　　 決定します。

〔大宮ふるさと協議会 (地域ｺﾐｭﾆﾃｨ )〕

設立されるとこの
ように変わります！

これから
（Ｈ２７年度～）


